
～ ラムサール条約登録湿地　指定までの歩み ～

伊豆沼・内沼を水鳥たちのサンクチュアリ（聖域）とすることの合意形成が図られる
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・S30～ S40年代：各地で愛鳥会等結成

○宮城県鳥「ガン」指定
○宮城県「県設鳥獣保護区」に指定
●伊豆沼・内沼　文部省の「天然記念物」に指定

○マガン・ヒシクイ捕獲禁止（宮城県）
●マガン・ヒシクイ・コクガン国の天然記念物に指定
■「伊豆沼・内沼・長沼資源開発協議会」（３町）
○宮城県「自然環境保全地域」に指定 

•第1回ハスまつり

●環境省　ラムサール条約登録候補地に選定
＊宮城県沖地震

■鳥類被害補償条例制定
（S54若柳町・S56迫町）

■伊豆沼管理協議会設立（３町）
•第1回クリーンキャンペーン

●環境省「国設鳥獣保護区」に指定
＊「伊豆沼湖沼群の自然を守る会」発足

■伊豆沼管理協議会「伊豆沼・内沼保全管理計画」策定

■野鳥観察館　開館
○「伊豆沼・内沼環境整備対策推進会議」設置

ラムサール条約登録湿地に指定
○環境保全学術調査（～S63報告書）
　1985.11.13（S60）ラムサール条約指定記念大会

■スワントピア伊豆沼基本構想（３町連合）
•伊豆沼管理協議会「河北文化賞」 
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S20年代：沼の水がそのまま飲めた沼で泳げた

S30年代：沼の水が濁り飲めなくなる

S39：二工区干拓終了

S41：栗原衛生センター設置

S47：沈水植物を含む水生植物豊富

S49：給餌桟橋設置

S51：伊豆沼漁協認可

S53：ハス優占、沈水植物も豊富

S55：7・8月の増水でハス、マコモ消失

S56：2年連続の大雨

S57：ハス消失　オニビシ～クロモ
　　　群落分布　全窒素　全リン値
　　　急増

S60：8月干ばつで水生植物が部分
　　　的に枯死

S61：8月増水で補植ハス全滅
　　　沈水植物広く分布

S62：栗原衛生センター改修

ガン・カモ類
飛来数

（県調査・１月）
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40th Anniversary of Ramsar Site Designation

伊豆沼・内沼の歩み 1　～1987年（昭和62年）まで
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■昭和60年（1985年）8月24日
　【河北新報】

■昭和60年（1985年）1月22日
　【河北新報】

40th Anniversary of Ramsar Site Designation
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ラムサール条約登録４０周年に寄せて

元若柳町長　菅　原　郁　夫

　私が、若柳町長に就任したのは、昭和６３年１２月

です。既に伊豆沼・内沼が、ラムサール条約指定登録

から４年ほど経過した時期であります。その間、伊豆

沼・内沼の将来への管理なり、保全の在り方等、宮城

県が中心となって話し合われ、財団を構成し、そこが

中核となって、環境を守っていくことが決定され、そ

の基幹となる場所を若柳町に定め、建築物等は県が設

置することとなり、その建設場所を町が準備する。そ

れらの準備段階に入った時期が私が町長に就任した時

期であったと記憶しています。町としては当然伊豆沼

に面する土地は畑岡敷味地区以外になく、その場所の

買収計画を立て、町としても観光の拠点にする考えか

らも、県が指定する場所のみならず、公園の設置、駐

車場の設置、歩道の改良等一連の計画を建て、測量設

計業務を委託するなど準備を進めた事が思い出されま

す。買収計画地内には、立木も相当ありその補償もあ

り移転しなければならない事など、土地の買収以外に

も色々と解決しなければならないことがありました。

　土地所有者の方々を始め地域の方々からは心からの

理解を賜り、協力して頂いた事が何よりもありがたく

感じた事業でした。工事費を積算するにあたり環境に

配慮した工事をするということで予算額が多額となり

苦労もしました。当時竹下内閣が地方創生として全国

各市町村に１億円を交付するということになり、本町

も１億円を何に使うかということになり議会と協議し

全額この事業に使わせてもらうことにし予算化したこ

とが思い出されます。

　そしてこれら一連の工事をするに当たっては、伊豆

沼の環境に配慮するということでコンクリートブロッ

クは使用しない、道路にはガードレールを使わず安全

な道路を作る等、その他にも自然に適合する構築物を

使用するなど、色々と工夫をし、造成に配慮をしなが

らの工事でした。その一例を上げますと、土地造成の際、

法面にはわざわざ山形県鳥海山の自然石を購入使用し

ました。造成地と町道の排水路には三面に自然石を貼

り付けた側溝を使用し、また、沼側に面した町道の歩

道は，一段高くし眺望を良くするのと、夜間、自動車

のライトの光が沼面を照らさない設計にするなど色々

と工夫した一面もあります。

　このように町と県が協力し合いながら出来あがった

敷地に建設されたサンクチュアリセンターそして周辺

の公園、駐車場、センターを中心とした道路の整備等、

後世に立派に残すことが出来たことを思うと感無量の

思いがありました。

　他方、財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団が

設立され、その運営方法に基金を造成し、その基金か

ら生じる果実を基に運営資金に当てることとし、その

基金の捻出は第一に県民及び周辺３町がだす。その他

県内市町村にもお願いをし出捐をしてもらうこととな

り、各市町村毎に割り当てをした経過がありました。

　当時市は１０市、町が５９町、村が２村あり、町村

会では町村に割り当てられた金額は、県町村会の予算

で一括して出捐することが総会で決定され、財団に基

金として提供されました。市長会ではそれぞれの市で

出捐することになったようで、各市からは出捐された

市もあったようですが、いまだに出しておらない市も

あるので、誠に残念に思われます。

　ラムサール条約登録から４０年、色々とご苦労も

あったと思われますが、立派に世界の伊豆沼・内沼と

して冠たるものがあります。４０年の節目を契機とし、

業務に携わる皆様に敬意を表し、今後も伊豆沼・内沼

の保全にご努力賜ることをお願いします。
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名誉支部長　竹　丸　勝　朗
日本野鳥の会宮城県支部

公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団　評議員

　昭和３８年（１９６３）1 月 6 日、伊豆沼は朝ま

で降っていた雪で一面銀世界であった。まだ降りそう

な重く垂れこんだ鉛色の雪雲が沼を覆い、栗駒山の吹

きおろしは沼を凍らせていた。氷上には１１個の雪の

塊のようなものがあり、それが白鳥の背眠姿で初めて

伊豆沼を訪れたときの風景で、それ以来伊豆沼通いが

始まった。沼は狩猟の乱場であったことから銃声も絶

えまなく聞こえ、新田駅の売店には猟獲された青首鴨

（マガモの雄）が釣り下がっており今では考えられな

い光景であった。

　昭和４０年（１９６５）２月２４日、沼の岸辺は厚

く凍りつき、畔にはリンゴ箱やミカン箱 ( 当時は木の

板 ) をほぐした板にクレヨンで「白鳥をうたないで下

さい」「野鳥を可愛がりましょう」などと書かれた立

板が１００枚近くも見られた。この立板は志津川愛鳥
会の小・中学生が、鳥獣保護区になっている北上川で

２羽の白鳥が撃たれたのを知って、保護区でない伊豆

沼でも撃たれては大変と実施したものであった。

伊豆沼の白鳥や雁について、保護に心暑く力を注いで

いた若柳町在住の日本野鳥の会宮城県支部初代支部長

熊谷三郎氏は昭和２９年（１９５４）５月のある日、

志津川愛鳥会の存在を知り、雨降る中を自転車で群境

の水堺峠をずぶぬれになって超え、田中完一会長宅を

訪ねて夜の更けるまで話し合った。特に伊豆沼の水鳥

は学術的にも重要である旨を力説され、白鳥の密猟防

止について田中会長（後に日本野鳥の会宮城県支部長）

は感銘されたと話されていた。その後、保護区設定の

念願も果たすことなく、ある日の愛鳥講話の演壇で突

然倒れそのまま他界された。それ以来、田中会長はせっ

せと沼に通い、日の出前・日没後は銃猟禁止されてい

るにも拘わらず塒撃ちと称して、小屋に隠れて夜間の

密猟が盛んに実施されていたのをマスコミに訴えてい

た。伊豆沼の大型水禽類の保護について鳥獣保護区設

定の要請を行政に働きかけること数回、いずれも地元

のハンターの強い反対で不成立になっていたという。

これに立ち向かったのは田中完一会長が率いる志津川

愛鳥会の子供たちであった。昭和４０年（１９６５）

２月、愛鳥会の子供たち全員で伊豆沼を天然記念物に

してくださいと文部大臣あてに手紙をだした。日本野

鳥の会宮城県支部も志津川愛鳥会に連携して昭和４０

年（１９６５）１０月「伊豆沼・内沼・長沼湖沼群の

天然記念物指定」を宮城県教育委員会へ請願書を提出。

昭和４２年３月２５日「伊豆沼・内沼ガン類の集団渡

来地」として天然記念物に指定された。この朗報を田

中完一会長は熊谷三郎氏の墓前に報告された。ここに

至るまで多くの反対理由の中に、カルガモの稲に対し

ての食害、白鳥の声がうるさくて受験勉強の邪魔にな

る。白い鳥なら白鳥でなくともコブハクチョウやアヒ

ルでもなんでも良い。音楽を鳴らすとダンスをする鳥

もいる（当時、行川アイランドでフラミンゴを飼育し

ていたことのよう）からそれらの鳥を放し飼いすれば

よい。地元白鳥愛護会会長相澤幸四郎さん宅には猟銃

による発砲までもあったと聞いている。しかし、天然

記念物の先手指定によって狩猟は出来なくなり、遅れ

て鳥獣保護区に指定されるという異例の行政手順と

なってしまった。

　当時の行政はじめ地元住民の多くは、愛鳥の代表は

白鳥で、雁については狩猟鳥としか認識していなかっ

た。

　仙台市郊外の福田町の雁の飛来地は歴史的に古くか

ら知られており、千島列島で繁殖しているシジュウカ

ラガンが、日本に渡ってくるといわれていたが、千島

列島から消滅したといわれる頃から、日本の記録は昭

和１３年（１９３８）以降なくなっている。昭和３７

年（１９６２）１１月１８日マガン９００羽の群れの

中に１羽が２４年ぶりに福田町で筆者によって記録さ

れた。昭和３９年（１９６４）１１月６日本邦初記録

のミカドガン１羽が飛来したことにより鳥獣保護区に

設定された。しかしこの保護区は昭和４５年（１９７

０）南部仙台バイパスが開通し、支線道路ができたこ

とから保護区は３分割され、支線を利用した車からの

密猟が頻繁になり、昭和４５年（１９７０）１２月６

日を最後に福田の郷の雁は姿を消した。

　直ちに県内の雁の飛来地を探して伊豆沼を訪れたと

き、増えていたことが判り、福田町の雁は伊豆沼に移

動したものと推定された。

　その後、シジュウカラガンは伊豆沼で昭和４５年

（１９７０）１２月から翌年１月にかけて記録されて

いる。全国的に雁が減少していたことから昭和４６年

（１９７０）２月、日本野鳥の会が全国一斉調査を行っ

た結果ガンはわずか３，３００羽だった。内訳は伊豆

沼１，８００羽、石川県片野の鴨池約１，０００羽、

新潟県佐潟１００羽、青森県大湊１６０羽などとなっ

ていた。このことから林野庁はマガン・ヒシクイ・コ

クガンを狩猟鳥から外した。狩猟鳥から除外されたこ

とにより雁の個体数は回復してきた。

　伊豆沼の雁は塒入りの「落雁」、朝の「飛立ち」、特

に頭上を飛び去るときの風切り羽の羽軸のギュッ、

ギュッ、ギュッと軋む音の迫力は心を揺さぶられる。

これらの雁のページェントは体感の最大魅力であった。

この感動に引き込まれるように県外の若人に注目され、

調査研究の対象となって移住して情熱を込めた活動で

伊豆沼の道標になっていった。
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日本雁を保護する会　会長　呉　地　正　行

　昭和３８年（１９６３）1 月 6 日、伊豆沼は朝ま

で降っていた雪で一面銀世界であった。まだ降りそう

な重く垂れこんだ鉛色の雪雲が沼を覆い、栗駒山の吹

きおろしは沼を凍らせていた。氷上には１１個の雪の

塊のようなものがあり、それが白鳥の背眠姿で初めて

伊豆沼を訪れたときの風景で、それ以来伊豆沼通いが

始まった。沼は狩猟の乱場であったことから銃声も絶

えまなく聞こえ、新田駅の売店には猟獲された青首鴨

（マガモの雄）が釣り下がっており今では考えられな

い光景であった。

　昭和４０年（１９６５）２月２４日、沼の岸辺は厚

く凍りつき、畔にはリンゴ箱やミカン箱 ( 当時は木の

板 ) をほぐした板にクレヨンで「白鳥をうたないで下

さい」「野鳥を可愛がりましょう」などと書かれた立

板が１００枚近くも見られた。この立板は志津川愛鳥
会の小・中学生が、鳥獣保護区になっている北上川で

２羽の白鳥が撃たれたのを知って、保護区でない伊豆

沼でも撃たれては大変と実施したものであった。

伊豆沼の白鳥や雁について、保護に心暑く力を注いで

いた若柳町在住の日本野鳥の会宮城県支部初代支部長

熊谷三郎氏は昭和２９年（１９５４）５月のある日、

志津川愛鳥会の存在を知り、雨降る中を自転車で群境

の水堺峠をずぶぬれになって超え、田中完一会長宅を

訪ねて夜の更けるまで話し合った。特に伊豆沼の水鳥

は学術的にも重要である旨を力説され、白鳥の密猟防

止について田中会長（後に日本野鳥の会宮城県支部長）

は感銘されたと話されていた。その後、保護区設定の

念願も果たすことなく、ある日の愛鳥講話の演壇で突

然倒れそのまま他界された。それ以来、田中会長はせっ

せと沼に通い、日の出前・日没後は銃猟禁止されてい

るにも拘わらず塒撃ちと称して、小屋に隠れて夜間の

密猟が盛んに実施されていたのをマスコミに訴えてい

た。伊豆沼の大型水禽類の保護について鳥獣保護区設

定の要請を行政に働きかけること数回、いずれも地元

のハンターの強い反対で不成立になっていたという。

これに立ち向かったのは田中完一会長が率いる志津川

愛鳥会の子供たちであった。昭和４０年（１９６５）

２月、愛鳥会の子供たち全員で伊豆沼を天然記念物に

してくださいと文部大臣あてに手紙をだした。日本野

鳥の会宮城県支部も志津川愛鳥会に連携して昭和４０

年（１９６５）１０月「伊豆沼・内沼・長沼湖沼群の

天然記念物指定」を宮城県教育委員会へ請願書を提出。

昭和４２年３月２５日「伊豆沼・内沼ガン類の集団渡

来地」として天然記念物に指定された。この朗報を田

中完一会長は熊谷三郎氏の墓前に報告された。ここに

至るまで多くの反対理由の中に、カルガモの稲に対し

ての食害、白鳥の声がうるさくて受験勉強の邪魔にな

る。白い鳥なら白鳥でなくともコブハクチョウやアヒ

ルでもなんでも良い。音楽を鳴らすとダンスをする鳥

もいる（当時、行川アイランドでフラミンゴを飼育し

ていたことのよう）からそれらの鳥を放し飼いすれば

よい。地元白鳥愛護会会長相澤幸四郎さん宅には猟銃

による発砲までもあったと聞いている。しかし、天然

記念物の先手指定によって狩猟は出来なくなり、遅れ

て鳥獣保護区に指定されるという異例の行政手順と

なってしまった。

　当時の行政はじめ地元住民の多くは、愛鳥の代表は

白鳥で、雁については狩猟鳥としか認識していなかっ

た。

　仙台市郊外の福田町の雁の飛来地は歴史的に古くか

ら知られており、千島列島で繁殖しているシジュウカ

ラガンが、日本に渡ってくるといわれていたが、千島

列島から消滅したといわれる頃から、日本の記録は昭

和１３年（１９３８）以降なくなっている。昭和３７

年（１９６２）１１月１８日マガン９００羽の群れの

中に１羽が２４年ぶりに福田町で筆者によって記録さ

れた。昭和３９年（１９６４）１１月６日本邦初記録

のミカドガン１羽が飛来したことにより鳥獣保護区に

設定された。しかしこの保護区は昭和４５年（１９７

０）南部仙台バイパスが開通し、支線道路ができたこ

とから保護区は３分割され、支線を利用した車からの

密猟が頻繁になり、昭和４５年（１９７０）１２月６

日を最後に福田の郷の雁は姿を消した。

　直ちに県内の雁の飛来地を探して伊豆沼を訪れたと

き、増えていたことが判り、福田町の雁は伊豆沼に移

動したものと推定された。

　その後、シジュウカラガンは伊豆沼で昭和４５年

（１９７０）１２月から翌年１月にかけて記録されて

いる。全国的に雁が減少していたことから昭和４６年

（１９７０）２月、日本野鳥の会が全国一斉調査を行っ

た結果ガンはわずか３，３００羽だった。内訳は伊豆

沼１，８００羽、石川県片野の鴨池約１，０００羽、

新潟県佐潟１００羽、青森県大湊１６０羽などとなっ

ていた。このことから林野庁はマガン・ヒシクイ・コ

クガンを狩猟鳥から外した。狩猟鳥から除外されたこ

とにより雁の個体数は回復してきた。

　伊豆沼の雁は塒入りの「落雁」、朝の「飛立ち」、特

に頭上を飛び去るときの風切り羽の羽軸のギュッ、

ギュッ、ギュッと軋む音の迫力は心を揺さぶられる。

これらの雁のページェントは体感の最大魅力であった。

この感動に引き込まれるように県外の若人に注目され、

調査研究の対象となって移住して情熱を込めた活動で

伊豆沼の道標になっていった。

　私が初めて伊豆沼を訪れたのは１９７１年の秋で、

ガンたちが絶滅の危機に瀕している時でした。その前

年の１９７０年に、最大級の越冬地だった仙台市福田

町のガンが姿を消し、伊豆沼は国内で最大、最後のガ

ンの砦となりました。伊豆沼・内沼がラムサール条約

湿地となる１５年前のことです。

　これと前後し、行政による伊豆沼の法的保護と民間

の要望に基づくガン類の保護（狩猟禁止、天然記念物

指定）により、ガン類の生息地と生息数の減少に歯止

めがかかりました。

　一方、地元農家からガンによる稲食害への苦情と感

情的な不満が、「人が大事か、鳥が大事か」という形

で噴き出し、大きな課題となりました。

　この困難な問題を解決し、ラムサール条約湿地への

道を切り拓くために、様々な取組みが行われました。

その一つは、「ガン類の生態と食害等に関する基礎調

査」（横田ほか ,１９７８）で、被害量と防除法が明ら

かになりました。もうひとつは伊豆沼周辺在住の高橋

昇（故人）さんが呼びかけ、住民請求で制定された「若

柳町鳥獣被害補償条例」（１９７９）です。これらを

通じて、「人も鳥も大事」という姿勢を示すことで、

食害を巡る感情的な反発は影を潜め、本州初の条約湿

地へとたどり着くことができました。

　課題も残されました。地元合意に大きな力を注がざ

るを得なかったため、最も重要なラムサールの精神「湿

地の賢明な利用」を地域に浸透させることができませ

んでした。これは現在も伊豆沼が抱える課題の一つで

す。
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ラムサール条約指定登録４０周年を祝う

伊豆沼・内沼自然保護協会 会長　川　嶋　保　美
公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団　理事

クリーンキャンペーン実行委員会 会長

　伊豆沼・内沼ラムサール条約登録湿地指定40年を

迎えましたこと、心からお祝い申し上げます。

　指定の第一報は、昭和６０年５月２７日環境庁から

の発表でした。当時、条約登録のためには大きな課題

が２つありました。

　一つ目は、渡り鳥の稲に対する被害であります。昭

和５１年秋、冷害で稲刈りが遅れ、棒掛けした稲が渡

り鳥に食べられる被害が発生、収穫の少ない米を食害

で失った農家の方々の怒りは大変なものでした。その

状況の中、高橋昇さん（若柳町愛鳥会副会長）が立ち

上がってくれました。共に、鳥の被害に遭った稲を手

に、町当局や国会議員に陳情、環境長官にお会いし救

済を訴えました。「農家の被害を町で補償してもらう

条例の制定」への活動が、町や議会を動かし、昭和

54年鳥害補償条例は制定され、「自然と農家との共存」

のできる、全国に類のない条例の制定となりました。

やがて、湖沼に面した築館町、迫町でも制定され、鳥

が大事か、人が大事かの論争が終結し、後の世界的な

「ラムサール条約登録湿地指定」の受け入れに大きな

役割を果たしました。

　二つ目は、伊豆沼の水質であります。８千町歩にお

よぶ地域の家庭や商工業の雑排水は、荒川水系等の河

川から流入していました。その対策として浄化槽の普

及や下水道の整備により河川から湖沼に流入する水質

はかなり浄化されたのであります。

　伊豆沼・内沼のラムサール条約登録湿地指定は、財

団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団の発足、伊豆

沼・内沼サンクチュアリセンターの建設に続き、同昆

虫館（築館地区）、同淡水魚館（迫地区）の建設となり、

研究と新たな自然保護活動が動き出したのであります。

指定地区内の個人所有の家、田、畑、装置の公有地化

が促進されました。そして、伊豆沼・内沼をきれいに

しようと始まったクリーンキャンペーンは、毎回１０

００人以上の参加を頂き、今年で６３回目となってい

ます。さらに特筆すべきは、３館のサンクチュアリセ

ンターが開館して１１年目の平成１４年４月、３館の

入館料無料化が実現されたことであります。ラムサー

ル条約の「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿

地保全及び賢明な利用を図る」主旨は生き続け、素晴

らしい成果をもたらしております。いつまでもこの理

念が持続するものと信じ、伊豆沼・内沼の魅力と、生

息する動植物の生態系の夢が広がり続けることを４０

周年を皆様と共にお喜び申し上げます。
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思い出の中の水

元伊豆沼湖沼群の自然を守る会 会長　堺　　　博

伊豆沼・内沼の自然を守る活動は、相澤幸四郎さんから

　川で泳ぎました。川で米を洗い、洗い汁を川に流す

とオイカワが米の洗い籠に入ってきたことがありまし

た。沼は水で生きています。沼周囲の雑木林から生み

出される水が伊豆沼を生かしていました。

　ラムサール条約登録湿地に登録されてから、伊豆沼

の水面を除く陸地は公有化されました。公有化以前は

地域の入会地や個人が耕作していた土地でした。公有

化されてから地域の人たちとの関わりがなくなり、伊

豆沼は地域の沼で無くなりました。

　伊豆沼が生きていく為には、沼が欲しい水が欠かせ

ません。雑木林が造り出した水はもう望め無いでしょ

うけど、エビ藻などの植物が育つ沼であって欲しいで

す。沼が求めているのは特別な事ではありません。う

まい水が飲みたいだけです。

　伊豆沼湖沼群の自然を守る会は「伊豆沼の雑木林と

遊ぼう」という冊子を作りました。冊子には「伊豆沼

を食べてみよう」があります。目で食べる、耳で食べ

る、鼻で食べる、口で食べるがあります。沼を身近に

感じる時というのは、食べることによって身近に感じ

るものではないでしょうか。

　伊豆沼は大切な沼で護っていかなければならない沼

ですが、地域の人達が身近に感じられる場所であって

欲しいです。地域の人達が利用出来て、子供たちが遊

べる沼であってほしいです。

　この４０周年記念誌の作成にあたり、たくさんの皆さんから話を伺いました。皆さんが口に
するのは、先人達への感謝でした。その中でも、忘れてならない人物が、相澤幸四郎さんだと
聞きました。
　相澤幸四郎さんのたった一人の取組から、伊豆沼・内沼は、世界へと導かれました。その活
動の延長線上に私たちはいます。
　地域の皆さんとのつながり、小さな取組の積み重ねが、どれほど重要かを改めて感じています。
　“伊豆沼の自然を守り、そこに住む人たちと生き物たちが共に暮らせるふるさとにしたい”　
相澤幸四郎さんの想いは、今も引き継がれています。

　　相澤幸四郎さん
　明治３０年、新田村の農家に生まれる。校長職を退職した後、二宮尊徳の「報
徳の道」をもって、郷土の再建をしようとした。晩年は、「迫町白鳥・ガン愛護
会長」「伊豆沼湖畔群の自然を守る会長」として、伊豆沼でえさをまく姿が多く
のマスメデイアで紹介された。
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■昭和63年（1988年）3月24日
　【河北新報】

■昭和59年（1984年）5月1日
　【河北新報】
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